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３ 例えば、SL の学術学会 International Association for Research on Service-Learning and Community Engage-
ment（IARSLCE）のプログラム（２０１２年１２月米国ボルチモアで開催）を参照すると、米国、カナダ、中国、
香港、オーストラリア、韓国、ニュージーランド、イギリス等１０カ国以上からの発表を確認することができる。
また、アジア地域においても香港の嶺南大学を中心とする Asia-Pacific Regional Conference on Service-Learn-
ing が開催され、２０１３年で第４回目の開催をむかえる。
１１２





















































Westheimer と Kahne は SL の 目 的 は「慈
４ 市民教育のためのサービス・ラーニング・クリアリングハウスホームページ、事例データベース、http : //
servicelearning.jp/database／よりインターネットで入手
５ Furco, Andrew. (1996). Service-Learning : A Balanced Approach to Experiential Education. Expanding















































































































































































）筑波学院大学ホームページ http : //www.tsukuba-g.ac.jp/ocp/offcampus／（２０１２年１１月２５日閲覧）
）同志社大学ホームページ http : //www.doshisha.ac.jp/students/curriculum/pbl/about.html （２０１２年１１月２５
日閲覧）




）桃山学院大学ホームページ http : //www.andrew.ac.jp/international/volunteer.html（２０１２年１１月２５日閲覧）































































）愛知淑徳大学ホームページ http : //www.aasa.ac.jp/institution/ccc/subject/index.html＃（２０１２年１１月２５日閲
覧）
































































































































































































































































































が、企業の CSR 活動と異なり、大学の SL は
学生の教育の一環として取り入れられているの
であるから、学びに焦点を置くのは自然なこと
であると言える。しかしインタビューの内容よ
り、学びの実態として、当初目指した問題（課
題）発見・解決能力や実践力・行動力の向上で
はなく、実際には自分自身への理解を深めると
いうものにとどまっている様子がうかがえる。
したがって、SL によって学生を次のステップ
に進ませるためには、SL がある程度長期的・
継続的である必要があるだろう。また、SL は
「伝統的な教科のカリキュラムに貢献し、それ
を発展させるものであること」から、他の科目
との連携を図り、横断的・発展的なプログラム
を組むことにより、学生の資質・能力の育成を
図ることができると考えられる。
次に、SL の目的が慈善志向であるか変革志
向であるかということについては、どちらにお
いても様々な活動が見られることがわかった。
慈善志向においては、根本的な課題を追究する
という変革志向の要素を加えることにより、学
びと活動の質が高まると考えられる。変革志向
においては、立ち上げた活動が軌道に乗ると慈
善志向に流れる傾向があることから、建設的な
批判という変革志向の要素を意識し続けること
により、学びと活動の質の高まりが期待され
る。
大学進学率が５０％をこえ、あらゆる人に大学
で学ぶ機会が保障されるようになったとはい
え、全ての人が大学で学ぶことができるわけで
はない。大学生には、大学で学ぶことができな
かった人の分まで学び、社会に貢献しようとす
る意志や力量が求められる１１。デューイは、人
間は本来、個人の自由や人間関係における礼節
や親切といった高次の価値を尊重するものであ
り、それは経験の連続性によって、感情的・知
的な態度の形成を含む習慣となっていくと述べ
ている１２。大学における SL で質の高い経験を
学生に提供できるプログラムを組むことができ
れば、社会においてより良い価値を創造しよう
とする学生を輩出することができるのではない
だろうか。
１１ 創価大学の創立者である池田大作は「学問や学歴は、本来、立身出世のための道具ではない。人びとの幸福に
寄与するためであり、むしろ、大学で学ぶのは、大学に行けなかった人たちに奉仕し、貢献するためである。」
と述べている。「池田大作 名言１００選」（池田大作著、中央公論社、２０１０年）
１２ ジョン・デューイ『経験と教育』市村尚久訳、講談社学術文庫、２００４年、pp．４５－４７
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